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秋田県産水稲奨励品種玄米の成分について（第4報）

豊作時と冷害時における玄米及び

白米の含有成分の変化について

食品栄養科 宍 戸 勇

I目 的

自然が支配する天候に挑みつつ稲作りに励む営農の人

々がひとたび冷害型気候に直面することは全くの痛恨事

であって収穫量を主とする米数にあっては技術的操作を

あらゆる知識にもとめてこの難を排除し収穫量を維持し

なければならない．その困難は人間が全知能をしぼって

自然に挑む試練であってこれを征服することは道である

ととは言え歳月を要することであらう。

当秋田県においては昭和3坐Fまでは連続的に豊作型気

候に恵れ，米殻の収穫葺は紙上を賑す程に豊作が数年つ

づいた，しかるに，昭和40年そして昨年の41年は冷害型

気候に見舞れあらゆる技術的操作の集中にか上わらず豊

作時気候における収穫量には及ばなかった。

この様に米殻の収穫は天候の如何に支配されるもので

あるが，果たして豊作時の米（玄米，白米）と冷害時の

米と化学成分の合有量はどうであらうか，この調査研究

によって更に栄養学上からも必要に迫られるものあるを

考え化学分析を試みた。

1 調査方法

1 検体分析（用玄米，白米）の収集について

検体の収集は県農業試験湯水田作科の厚意により第2

報に発表せる指定地，秋田市仁井田，秋田県南秋田郡飯

田川町，秋田県由利郡仁賀保町，秋田県由利郡大内村，

秋田県平鹿郡山内村の 5ヶ所に育成した昭和41年10月収

獲した水稲梗玄米を収集した，なお白米はこの玄米を白

米にしたものである，品種はハツニツキ｀ヨネシロの 2

種であるが，昭和39年度同ヶ所で育成収穫したものにヨ

ネンロがなかったので発表は＾ツニツキのみにした。

ii処理

検体の処理は，玄米についてはそのまJ,,.ケット粉砕機

にて粉砕し試料に供し，白米はこの玄米をケット精米機

試験室用（農林省秋田食糧事務所検査課試験室）にて白

米にし粉砕機にて粉砕し試料に供した。

I 検体（分析用水稲梗育成地
域）

水稲梗育成地域

収麟名 地城 I地 層 I± 性

秋田市仁井田炉魯霊IIAl沖積層 砂ツ岩ェル，土ト岩，礫， I 

南飯田秋川町田妹郡）II ＂ Al ＂ 隣：；註置礫

仁由中 賀利之保 郡町地 ＂ VD因紬届l火山岩
由利郡大内村：内』部 Fu船JII層l黒色泥岩
平 肩闘羽山悶On 姦JII 悶1岩珪灰岩質頁，岩黒色，擬泥
山内黒 Fu 川

試験項目

玄米…•••水分，灰分，粗蛋白，粗脂肪，粗繊維，糖質，

珪酸，カルシウム，鉄，燐

白米••••••前記項目にV恥追加
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IV成績

昭和39年収穫（豊作天候）と昭和41年度収穫（冷害天候）水稲梗玄米成分表 図表2 (loog中）ー一

育成地讐叫；；：：水］灰：I粗蛋］粗脂：I粗繊，糖り記゜叫if'va叫は」ヽ」カロリ—
秋田市仁井田1:: |:::::I ::]:I閥：I:：心I::I ::;:I:::::I ：：訃 ば：：：I：::I :;| 塁::i
秋田郡飯田川1:: I.,.,: : : ::I ]言:]]:I::::I :.,;:I :::: :: ::I ：：ぇI冒：Iぶ：：：I：::I ::::;1 
由利郡仁賀保町1:: :::::I ::::I ].::I :：；］ ：：叫閥：I：:::I 1：心I:：叫閥:1::] ::::] 
由利郡大内村:--!~-1:::: 二|]: ;:I :•;:I ::::I ::;] ::°;| ：：心1:訃：叫ば1:;:I :::~i 
鹿郡山内Ml:: |::::: :::]ば|::::I :：：］関；：：：Iばぶ1 ;ご|]:::I :::I :::] 

於秋田県衛生科学研究所

．図表2 昭和3吟項t作時収穫せる玄米について分析し

た成分含有量を冷害時の昭和41年に収穫せる玄米の成分

含有量と比較検討したものであるo

変化の認められたものは，水分，粗蛋白，粗脂肪，珪

酸，カルツウムで余り変化の認められなかったものが鉄，

燐等であった，灰分については勤少の差が認められた。

I 水分については……冷害時は刈り取り後も天候が不

良で乾燥が充分でなかったためか昭和3吟三度の収穫玄

・米に比して，それぞれの地城においていずれも多かっ

た。（県，農，試，貯蔵）

ii 蛋白質においては••••••秋田市仁井田を除いては冷害

時水稲梗玄米の方が含有量が少なく，飯田川町では

0, 199,仁賀保町で0,989,大内村で 1.4g，山内村

で1.Bfl;いづれも少ない。

iii脂肪••••••秋田米特有の脂肪についてはいづれも冷害

時収穫の水稲梗玄米が低く，ここに明らかに冷害気候

に対する米の化学成分の変化が認められた。即ち秋田

市仁井田で0.4g，飯田川町でo.859，仁賀保でo.699, 
大内村で0.82g，山内村でo.99 と蛋白と同様大きく
変化が認めたれたo秋田米特有の粘気に関係ある脂肪

が少ないことは食味にも影響あるものと思はれる。

iiii カルシウム••…•いづれもの地城においても冷害時

収穫の水稲梗玄米の方が含有量が低い，即ち秋田市仁

井田でo.669,飯田川町で3.869,仁賀保町でo.929, 
大内村でo.469，山内村でo.41 flだけ低く検出され
た。 (100g中）

冷害時と豊作時（昭和41年と昭和39年）の秋田県奨励品種水稲梗白米の含有成分比較表

図表3

39 
秋田市仁井田|41

秋田郡飯田川I41 39 

由利郡仁賀保町1 41 
39 

品 種 lホ劣灰劣1粗蛋白g粗脂Jl1jfl1粗繊男1糖引si0;,|ca呵|~ ・p mg 

I: : : ::I :: ::I心：：］ ：・2ょI: 4悶jば9::I ::: :1 :：：ぶI:: ::Iぶ：：：I 
| : : : : : I :: :：心：：：I ：9 ::Iぶ::I心：：：Iば．：：l：:9 :l :.9 ::I ; ::I :: 
I: : : : :I :: ：： ぷ::I:: :I ;• ::i ぶ9:]互::I::』:.0ぷぶ悶 14 
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図表 3•••図表 2 に明記せる7図醗更玄米（同一品種）を

白米にしたものの成分表である・。

白米の湯合も玄米の場合と同様，水分，粗蛋白質，粗

脂肪，カルツウム等含有量が少なく検された。

i 水分••••••水分の含有量は玄米同様冷害時収穫 (S41

年）せる水稲梗の方が多い，収穫後の悪天候のためと

・思はれる。

ii 粗蛋白•…••秋田市仁井田 0.3g，南秋田郡飯田川町

0.3g，由利郡仁賀保町1.og，由利郡大内村1.6g,

平鹿郡山内村 2.ogといづれも冷害時 (S41年）収穫

水稲梗が少ない。（少数1位以下の差） ． 

iii粗脂肪……秋田市仁井田 0.2g，南秋田郡飯田川町

Q. 879，由利郡仁賀保町0.7g，由利郡大内村o.76/J, 
平鹿郡山内村0.65gと秋田市仁井田を徐ては判然と差

が低く検された（少数以下2位の差）

iii i カルシウム…•••秋田市仁井田1.0 /J, 南秋田郡飯

田川町1.og，由利郡仁賀保町0.11/J, 由利郡大内村

l. 4f/,平鹿郡山内村1.2gだけ蛋白質，粗脂肪と共に

冷害時 (S41年）収穫の水稲梗の方が含有量少なく検

ーされた（少数以下2位の差）

v 結果••••••昭和39年豊作時収穫の秋田県奨励品種7団稲

梗（玄米，白米）と昭和41年冷害時収穫の秋田県奨励

品種水稲梗（玄米，白米）の成分を分析しその差異を

検した，項目は水分，灰分粗蛋白，粗脂肪，粗繊維，

糖質，珪酸，カルシウム，鉄，燐， 10!:員目であるo

分析成績から見ると，粗蛋白，粗脂肪，カル＇シウム・

等は，あきらかに冷害時 (S41年）収穫の水稲梗の方

が玄米，白米ともに含有量が少ない，殊に注目すべき

はいづれの地城にでも昭和41年収穫のものが含有量か

、少ないことである，殊iこ玄米では，蛋白質においては

平鹿郡山内村の1.85gの差が認められ，由利郡大内村

で1.4gの差があった。

租脂肪については，地域的にも全般的に少なく，冷

害時収穫の水稲梗に判然としたものが認められた，最

も差の大きいのが，平鹿郡大内村の0.9g， 次が飯田

川町の0.85gとなっている，

カルシウムについても差が大きく昭和41年収穫のも

のが調査地城全般に少なく検された。

中でも南秋田郡飯田川町の7団瞑更玄米(S41年収穫）

においてはその差が3.86gと検された，次が由利郡仁

賀保町のo.92/1である。
白米にぃた場合どうであろうか分析を試みた結果は

玄米と同様，粗蛋白，粗脂肪，カルシウム共に冷害時

収穫の水稲梗白米の方が含有量が少ない。

蛋白質の最も差の大きいのが平鹿郡山内村の2・.09,

次が由利郡1.6gであった0 .. . 

粗脂肪もやはり玄米と同様，秋田市仁井田の 0.2g
でその差が少いが，南秋田郡飯田川の0.mg，差が大

きいと冷害時収穫の水稲梗の方が含有量が豊作時収穫

した水稲梗より少ない。 • 9 

カルシウム••••••地域的に多少の変化は認められたが

やはり玄米同様全調査地城にゎたって冷害時収穫した

水稲梗白米の方が豊作時収穫した白米より含有量が少

なく検された。

由利郡仁賀保町の白米は0.1gだけ冷害時収穫のも

のが少ないだけだったが，他の 4地城についてはいづ

れも 1g以上の差が認められた。

総活的に冷害天候に見舞れ収穫した水稲梗玄米．白

米は，豊作天候時に収穫し↑こ7団瞑更玄米，白米より栄

養学的成分の含有量が少ないことが理ったo終りに本

研究に検体を賜りまた御協力を尾うした秋田県農業試．

験場水田作科岡田氏，他御一同および農林省秋田食糧

事務所票林技官に深甚の謝意を表す次第である。・
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